アピール（案）

　私たち連合は、「医療・介護の現場で働き続けられる労働環境の整備に向けて～医療と介護の現場にさらなる処遇改善を！～」をテーマに「医療・介護フェス2026」を開催し、持続可能な医療・介護のあり方や医療・介護現場で働く労働者の処遇改善の状況などについて、全国から集まった仲間とともに職場の課題認識を共有しました。
　
医療・介護の現場は、国民の命と暮らしを支える社会の基盤です。この間、賃金水準は一定程度改善が進んでいるものの、賃上げ率は、他産業で高水準の回答が引き出されている中、依然として低い水準にとどまっています。2026年度診療報酬改定および2026年度介護報酬の期中改定において、賃上げへの対応が盛り込まれましたが、これらを確実に実行し、他産業と遜色のない賃金水準に向けて、継続的な処遇改善につなげていくことが求められています。

また、精神障害に関わる労災認定では、請求件数・支給決定件数ともに「医療・福祉」が業種別で最多となっています。メンタルヘルス不調や過重労働、患者・利用者・家族からのカスタマーハラスメントなど、働く現場の負担は深刻です。労働施策総合推進法の改正によりカスハラ対策が事業主の義務となった今、安心して働き続けられる職場づくりを進めることは喫緊の課題です。連合「なんでも労働相談ホットライン」でも、医療・福祉（介護）分野からの相談件数は常に最多であり、処遇や勤務環境に悩む声は後を絶ちません。未組織労働者が多いこの分野の組合づくり・仲間づくりを進め、声を上げられる環境を拡大していくことが重要です。

医療・介護の仕事にふさわしい賃金水準と安心して働ける労働環境の確保は、サービスの質を維持し、誰もが地域で安心して暮らすことができる社会の実現には不可欠です。
政府には、継続的な処遇改善に向けたさらなる施策を講じるよう求めます。同時に、ワーク・ライフ・バランスや休日の確保、夜勤や業務負担の軽減、メンタルヘルス対策、ハラスメント防止策の強化など、医療・介護現場で安全に安心して働き続けられる環境の整備を行っていくことが重要です。

連合は、医療・介護の職場で健全な労使関係を構築し、連帯の輪を広げるため、この「医療・介護フェス2026」と連動した組合づくり・仲間づくりに取り組んでいます。そして、職場や地域の声を政府に届けるとともに、国民に広くアピールしていきます。

私たちみんなで、「安心と信頼の医療と介護」の実現に向けて、ともに行動していきましょう。
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